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1. 背景 

近年，IT 企業におけるプロジェクトの成功率

は，約 40%だと言われている．[1]この成功率の

低さの原因として，様々な要因があるが，その

一つとしてモチベーションが挙げられる．[2] 

モチベーションとは，ある一定の方向や目標に

向かい行動し，それを維持することであり，そ

れを維持することにより，仕事へのパフォーマ

ンスを発揮することが期待されるものである． 

現在のプロジェクトの成功や失敗はプロジェ

クトマネ-ジャ(以下 PM)のマネジメント力に依存

している．プロジェクトマネジメントのプロセ

ス(立ち上げ・計画・遂行・コントロール・終

結)にならい，PM が知識エリアを管理していく．

[3]しかし，その一方で，PM がリーダーシップを

発揮し，マネジメントを行なっていても，それ

に基づきプロジェクトメンバーが実行動へ移す

ことが出来なければ，プロジェクトの成功確率

は下がってしまう．プロジェクトメンバーが行

動するためには，行動の源であるメンバーのモ

チベーションが必要であると言われている．  

 近年の IT 業におけるプロジェクトの特徴は，

IT 技術の急速な発展や世の中の情勢に伴い短納

期化になり，さらに，クライアントの急な仕様

変更などが発生している．このように，プロジ

ェクトとは生き物のようにダイナミックに変化

していくものであり，そのようなダイナミック

な変化に対応して行かなければならない．多く

の企業の PM へのインタビューから，各プロジェ

クトメンバーはチームとしてサポートし，お互

いの知恵を出し合うことや，各プロジェクトメ

ンバーが主体的に行動し，新たな技術の習得，

早急な問題発見やプロジェクト内での密なコミ

ュニケーションを行うことも必要であることが

明らかになった．これらを各プロジェクトメン

バー全員が行うには，モチベーションを高く保

つことが必要である．つまり，プロジェクトを

遂行していく中で，各メンバーのモチベーショ

ンを把握し，維持・向上させることを行わなけ

ればならない． 

 

 

 

2. モチベーションの分類 

1.1. プロジェクトにおけるモチベーションの
分類 

本研究では，高橋ら[4]がプロジェクトの特徴

とそのプロジェクト内で発生している問題点か

ら考察したモチベーションモデル(図 1)を用いる．

高橋らはプロジェクトのモチベーションを大き

く二つに分けた． 

1) プロジェクトに参加しているのは人間であり，

各メンバーには各メンバーの日々過ごしてい

る環境や状態あり，それらを考慮する必要が

る． 

2) プロジェクトは生き物のようであり，ダイナ

ミックに変化していき，メンバーはそれに対

応していく．その中で，さまざま障害や達成

感を覚え，それを仕事へと還元する． 

１）をスタティックモチベーション，２）を

ダイナミックモチベーションと分類し，それぞ

れをマズローの欲求階層の下層と上層，ハーズ

バーグの二要因理論と対応付けした． 

 

 
 

図 1 プロジェクトにおけるモチベーションモ

デル 

1.2. スタティックモチベーションの特徴 

 スタティックモチベーションは，各メンバー

の生活環境や状態を把握するためのモチベーシ

ョンの種類である． 

1) 定義：プロジェクトに参加している各メンバ

ーの生活環境や状態を把握するためのモチベ

ーションである．マズローの欲求段階説に置

き換えると，「生理的欲求」「安全・安定欲

求」と「社会的欲求」に値する． 

2) 特性：短期間では，変化を起こしにくいもの
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である．スタティックモチベーションは，モ

チベーションの中での位置づけとして，基礎

的なモチベーションであり，人にとって生活

していく上で重要なものである． 

 

1.3. ダイナミックモチベーションの特徴 

ダイナミックモチベーションは，ダイナミッ

クに変化するプロジェクト内で対応するメンバ

ーが障害や達成感を覚え，仕事へ還元するモチ

ベーションの種類である． 

1) 定義：プロジェクト内で各メンバーが障害や

達成感を感じ，どう仕事へ還元しているかを

把握するためのモチベーションである．マズ

ローの欲求段階説に置き換えると，「自己実

現欲求」「自尊欲求」と「社会的欲求」に値

する． 

2) 特性：短期間でダイナミックに変化するもの

である．ダイナミックモチベーションは，モ

チベーションの中での位置づけとして，仕事

へのパフォーマンスに影響するモチベーショ

ンであり，仕事の質を上げるうえで重要なも

のである．[8] 

 

3. 提案手法 

本研究では，IT プロジェクト内での影響によ

る変化が大きいダイナミックモチベーションに

着目する．ダイナミックモチベーションに影響

のある心理学要素として，自己実現欲求を刺激

する目標設定理論と承認欲求があげられる．目

標設定理論とは，本人が納得した目標であり，

明確で適切な難易度の目標を設定し，結果に対

して適切なフィードバックを行うと高いモチベ

ーションになる．しかし，変化の激しい IT プロ

ジェクトにおいて適切な目標を設定することは

極めて困難である．目標設定理論の一要素であ

るフィードバックを適当なタイミングで適切に

行うことにより，ある程度の修正が可能である．

また，個人が求めている承認に対する適切なコ

ミュニケーションを行った場合，モチベーショ

ンは上昇する．だが，実際には個人の趣向の違

いやプロジェクトマネージャのモチベーション

コントロールスキルの不足などにより，適切な

フィードバックやコミュニケーションを行えな

いことが多々ある． 

そこで本研究では心理学によった個人の分類

分けを行い，プロジェクトマネージャに示すこ

とにより，分類分けに沿った適切なコミュニケ

ーションの実施を提案する． 

IT プロジェクトの特性を考慮し，また，心理

学で用いられている分類[4]を用いる． 

 

1) 楽観・悲観 

2) 上昇志向の有無 

 

上記の 2 軸を図にし，メンバーを位置づけし，

プロジェクトマネージャに示し，支援する． 

 

 
図 2 プロジェクトメンバーの特性分類 

 

 

4. 今後の展望 

複数のプロジェクトマネージャに対して，本

提案に関する評価を実施し，提案方式が十分有

効である，という評価を得た． 

今後，現場での実験を行い，各象限に有効な

コミュニケーションを実証していきたい． 

 

5. 終わりに 

本研究では，IT プロジェクトにおける，モチ

ベーション管理に関する提案し，現場のプロジ

ェクトマネージャから評価を得た． 

今後，より正確に個人の特性を把握し，モチ

ベーションコントロールスキルが低いプロジェ

クトマネージャへの確実な支援が可能にするこ

とを目標とする． 
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